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（１）ドバイ万博の概要

開 催 期 間 2021年10月1日～2022年3月31日
開 催 地 UAE （アラブ首⾧国連邦）ドバイ
開 催 目 的 国威発揚型（展示型）
テ ー マ 「Connecting Minds, Creating the Future（心をつなぎ、未来を創る）」
サブテーマ (1) Mobility (2) Opportunity (3) Sustainability
会 場 面 積 438ha
出 展 国 192カ国

【セルフビルド（敷地渡し方式）,モジュール（建物渡し方式）】
想定入場者 約2,500万人
実績入場者 約2,410万人（4/2ドバイ万博公社発表）

Al Wasl Plaza ©Expo 2020 Dubai LLC – SOドバイ万博会場 経済産業省HPより

１．ドバイ国際博覧会の概要
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（２）大阪・関西万博との比較

１．ドバイ国際博覧会の概要

開 催 期 間 2025年4月13日～10月13日
開 催 地 夢洲（大阪市臨海部）
開 催 目 的 課題解決型（体験型）
テ ー マ 「いのち輝く未来社会のデザイン」
サブテーマ Saving Lives（いのちを救う）,Empowering Lives（いのちに力を与える）,

Connecting Lives（いのちをつなぐ）
コンセプト People’s Living Lab（未来社会の実験場）
会 場 面 積 155ha
出 展 国 目標150か国、25国際機関（4/8現在 100か国、7国際機関表明）

【タイプA（敷地渡し方式）,タイプB（建物渡し方式）,タイプC（共同館方式）】
想定入場者 約2,820万人

提供:2025年日本国際博覧会協会
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Al Wasl Plaza

〇会場ゲート

Al Wasl Gate

〇大催事場

Garden in the sky

２．ドバイ現地の状況

（１）万博会場の状況
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フランスオフィシャルビジット

イタリア アイルランド マレーシア

UAEオフィシャルビジット スウェーデン

ジャマイカ モンゴル ノルウェーモジュール館 モジュール館

実際の砂漠の砂を使った展示や美しいパネル・映像により自国の成り立
ちを紹介。建物は、可動する28枚の屋根「翼」により構成。

万博初となる１国１パビリオンは各国がセルフビルドするものと運営者が建設提供するモジュール館からなる。
各国による独自の工夫とおもてなしのある特徴的な建物と展示により、多様な文化と人の交流がうまれていた。
2025Expoでは、双方向・体験型や上下移動といった展示課題に挑戦し、さらなる進化を目指したい。

エスカレーターで上がったのち、ロープで覆われた空間を
スロープで降り、美の世界をテーマにした展示を鑑賞

西洋とイスラムの伝統を結び付けた上下移動の無い館内に、古くから
伝わる民族工芸や楽器製造などで「インスピレーションの島」を表現

熱帯雨林を舞台にした映像で人々を
惹き込み、独自の取り組みを紹介

エネルギー移行などの課題への提案 砂漠の中の森をコンセプトとした木材により構築され、
内部は木の香りが広がる突き抜け館のあるパビリオン

遊牧民の歴史や文化を紹介。本国から学芸員を招聘し展示
をていねいに説明している

自国の歴史やウサイン・ボルトの銅像やコーヒーカウンター
などをカラフルに展示。モジュール館の中でも特徴的

深海を表現した空間で、プロジェクターやモニ
ターで探査や保護の重要性を映像にて提案

２．ドバイ現地の状況

（２）訪問パビリオン



オーストラリア ウクライナ ソロモン諸島

サウジアラビア アメリカ

モジュール館

キノコ状の傘に太陽光パネルが備え付けられエネルギーが賄われる建物は会期後はレガシーとして使用予定。館内展示は、海洋汚
染問題などを学び考えながら進んでいくストーリー。

サスティナブル パビリオン

13,000㎡のパビリオンは、建物前面の大きな鏡などはギネス世界記録も獲得した建築物と、ダイナミック
な２つの映像展示で来館者を圧倒。地下では自然光と取り入れた空間で交流を促している

４層の複雑な形状の建物で、世界初の太陽光パネル一体型ブライン
ドなど自国の技術を紹介。平和を祈るメッセージで壁が埋め尽くされて
いる

展示のみでなく、メイン通路に面した開放的
なフードコートにより多様な交流を促している

小さな島々からなる自国の文化を展示、
映像では人々の今の暮らしを紹介

２．ドバイ現地の状況

自国の歴史と著名人の名言が展示されたエリアをベル
トコンベアで移動後、天井に吊るされた球体に地球や
月が映し出されるエリアでは、宇宙への挑戦を紹介
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「日本館」

1 日本との出会い

展示デザイン部門『金賞』 ※自作パビリオン カテゴリー A(2,500m2 より大きい)

※パビリオンのサイズ・タイプに応じた5カテゴリで、3つの側面「建築と風景」「展示デザイン」「テーマの解釈」から合計51の金、銀、銅の賞が授与された

3 現代日本のテクノロジー2 出会いの歴史としての文化

4 私たちの今と課題 5 アイディアの出会い 6 いのち輝く未来社会のデザイン
Expo 2025 Osaka, Kansai, Japan

来場者には携帯端末が貸与され、一人一人の行動に応じて体
験が可能。
極微細のミストと美しい映像で世界に引き込まれ、最後にはその
日に集まった人達が一体となって未来に向けた可能性を感じるこ
とができた。
対話的な体験は、ドバイ万博の展示でも群を抜く完成度であり、
展示デザイン部門「金賞」を受賞。
EXPO2025のリーディングパビリオンを目指す大阪として大いに
参考になるものであった

２．ドバイ現地の状況
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〇ライトアップの様子

Garden in the Skyからの会場の夜景

日本館 アメリカ館

UAE館 カザフスタン館

Al Wasl Plaza

夜になると各パビリオンがライトアップされ、昼とは違った雰囲気が楽しめる。
アル・ワスル・プラザでのプロジェクションマッピングは見る人を魅了していた。（パビリオンでの実施は
確認できなかった。）

２．ドバイ現地の状況
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〇セキュリティ対策

金属探知ゲート

日除けの屋根と噴水

〇熱中症対策

〇感染症対策

消毒液（自動噴霧器）

英語、アラビア語、日本語

〇多言語対応

PCR検査所

２．ドバイ現地の状況

（２）会場運営の状況



R4年４月
万博推進局

〇メトロ

自動運転、5両編成

〇EXPO RIDER（バス）

ドバイのみならず、アブダビ等計20か所から無料運行

3箇所のターミナルでタクシーに乗車可能

〇TAXI〇駐車場

4箇所で駐車台数は25,000台以上（無料）

２．ドバイ現地の状況

（３）会場アクセスの状況
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〇PEOPLE mover

10～15分間隔で外周道路を巡回 ゾーン内を機関車タイプと未来型タイプの電動車が巡回（30分間隔）

〇EXPO Buggy

ゴルフカート（有料）

〇その他

電動自転車、電動キックボード

２．ドバイ現地の状況

（４）会場内のモビリティ
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〇ドバイ国際空港

入国からの導線

〇広告

高速道路沿いの広告

〇構造物

道路橋の高欄（ロゴマーク）

２．ドバイ現地の状況

（５）会場外の状況（シティドレッシング）

入国からの導線
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（１）参加招請活動

３．知事・市⾧による活動報告

訪問先 参加表明の有無 相手方

3/29(火) 知事

日本 ー 安藤館⾧、内藤プロデューサー 等

イタリア 表明済み (政府代表)
Mr. Paolo Glisenti

アイルランド 未表明 (政府代表)
Mr. Pat Hennessy

マレーシア 未表明 (館⾧)
Ms. Michelle Lau Sook YeeL

3/30(水)

知事

スウェーデン 未表明 (政府代表)
Mr.Jan Thesleff

ジャマイカ 未表明 (政府代表）
Mr.Essie Gardner

モンゴル 未表明 (館⾧)
Ms. Battulga Ch

市⾧
ペルー 未表明 (館⾧)

Mr. Marcelo Carballar

エルサルバドル 未表明 (政府代表)
Mr. ANTONIO GÓMEZ GÓCHEZ

エルサルバドル

◆招請活動（パビリオンの訪問）について ＜訪問パビリオン数 計21箇所、うち参加未表明国12か国＞

スウェーデン

マレーシア

アイルランド

各国が出展するパビリオンにおいて、知事・市⾧が大阪・関西万博のPRを行うなど、参加招請活動
等を実施。各国から万博参加について前向きな発言をいただいた。その他、公式式典や旗渡し式
等にも出席。

※4/8に参加表明
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訪問先 参加表明の有無 相手方

3/31(木)

知事
ノルウェー 未表明 (副政府代表)

Mr. Dag Olav C Koppervik

オーストラリア 表明済み ー

市⾧
デンマーク 未表明 (館⾧)

Mr. Jens Lund

フィンランド 未表明 (政府代表)
Mr. Severi Keinälä

知事＆市⾧

ウクライナ 未表明 (館⾧)
Mr. Ivan Sydorenko

ソロモン諸島 未表明 (館⾧)
H.E. Mr. Moses Kouni MOSE

サウジアラビア 表明済み (政府代表)
Mr.Hussain Nabeel Hanbazazah

アメリカ 表明済み (副政府代表) 
Mr. Mathew ASADA

サステナビリティ
（テーマ館）

ー ー

上記の他、ＢＩＥデーにおけるパビリオン巡覧で、World Expo Museum、フランス館、UAE館を視察。
（※ドバイ万博の開催期間:2021.10.1～2022.3.31 開催場所:アラブ首⾧国連邦 来場者数:約2,400万人）
（※大阪・関西万博への参加表明国 100か国・７国際機関（2022年４月８日時点））

サウジアラビア

ウクライナ

フィンランド

デンマーク

アメリカ
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（２）公式式典等への参加

３．知事・市⾧による活動報告

旗渡し式
〇旗渡し式

若宮国際博覧会担当大臣及び吉村知事がBIE旗を受領

〇公式式典（午前の部）
（大阪・関西万博ショートパフォーマンス 等）

〇オフィシャルビジット
（World Expo Museum、フランス館、日本館、UAE館を巡覧）

〇午餐会

〇公式式典（夜の部）
（各賞授与式、大阪・関西万博パフォーマンス 等）
⇒日本館が展示デザイン部門で金賞を受賞

BIEデー

閉幕式

閉幕式の様子

公式式典

閉幕式後の囲み取材

3月30日のBIEデー及び31日の閉幕式等の公式式典に、知事・市⾧が次期開催都市の首⾧として
参加。

© Expo 2020 Dubai LLC – SO
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Al Wasl Plaza（閉幕式）

ドバイ万博会場

〇BIEデー、閉幕式、旗渡し式の様子

３．知事・市⾧による活動報告

© Expo 2020 Dubai LLC – SO

旗渡し式
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（３）国内外のメディアに向けたＰＲ

海外及び国内メディア向けにメディアカンファレンスを実施し、2025年の大阪・関西万博についてＰＲ

〇会場内のメディアセンターにて、メディアカンファレンスを実施

メディアカンファレンス（海外向け）

海外/国内向けPRを行い、国内外のTVや新聞、
WEB等で多数のニュースに取り上げられた


